
金融機関の皆さまへ

金融機関と税理士の「顔の見える関係」が、金融機関と税理士の「顔の見える関係」が、
先延ばししない事業者支援の決め手です！先延ばししない事業者支援の決め手です！
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◎決算書等提供サービス

◎【特許第6419378号】取得日：平成30年10月19日

関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、融資審査・格付けのために金融機関へ決算書や
申告書等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された会計情報モニタリングシステム

◎月次試算表提供サービス

◎【特許第6375425号】取得日：平成30年7月27日

関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による月次巡回監査の終了後に、金融機関へモニタリング用の
月次試算表等のデータを提供するサービスです。

企業、金融機関、会計事務所の各ＰＣがネットワークで接続された会計情報モニタリングシステムの認証
方法

TKC モニタリング情報サービスを利用いただくことにより、
金融機関は税務署に提出された融資先の決算書・申告書を
最も速く収集できます。

TKCモニタリング情報サービスの内容

TKCモニタリング情報サービスは特許を取得しています

TKCモニタリング情報サービス  とは
クラウドサービスです

このサービスは
TKC が提供する

のの無償
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　ＴＫＣは、日本最大級の金融ＩＴフェア「金融国際情報技術展（ＦＩＴ）」（主催：日本
金融通信社）で、金融機関向けセミナーを開催しました。また、展示ブースでは、
全国485金融機関※ に対して33万件超の決算書を開示する「ＴＫＣモニタリング
情報サービス」や、中小企業25万社超の月次決算データを集計した「ＴＫＣ月次指
標」についてご紹介しました。※10月31日時点

FIT2023に株式会社ＴＫＣが出展しました！

　9月7日にグランフロント大阪で開催されたFIT大阪では、大阪信用金庫が「DX推進による融
資業務の効率化」と題して講演されました。
　講演動画は12月中旬にTKCグループHPに公開予定です。あわせてご確認ください。

大阪会場のセミナー内容はTKCグループHPに掲載予定です

■配信期間：11月10日（金）～12月８日（金）
■視聴方法：‌�ＦＩＴ会員登録をされている方は、マイページからご視聴ください。
　　　　　　‌�FIT会員登録をされていない方は、こちらからお申込みください→︎
　　　　　　ＵＲＬ：https://fit.nikkin.co.jp/login/user　※ご視聴は金融機関に限ります。

東京会場のセミナー見逃し配信

SCG営業本部 ＦｉｎＴｅｃｈ推進部 　E-mail：fintech.banks@tkc.co.jp

◉お問い合わせ先

■開催日：令和5年10月27日（金）
■会　場：東京国際フォーラム
■概　要：埼玉りそな銀行にご登壇いただき「決算書等のデータ活用による銀行業務の効率化と伴

走支援強化の取り組み」と題して、ＴＫＣモニタリング情報サービス導入前後の業務フロー
の変化や、ＴＫＣ会員税理士との連携事例についてご講演いただきました。

■参加者の声：
①TKC会員税理士との連携について
・融資時に役立つ資料（書面添付、中小会計要領チェックリスト、記帳適時性証明書）や、TKC

会員事務所の活動がよくわかった。
・TKC地域会と連携した行員向けの勉強会の開催を検討したい。
②TKCモニタリング情報サービスについて
・より一層、利用社数の増加に向けて具体的な策を検討したい。
・決算書入力システムと連携し、業務省略化を目指していく。
・来年から支店での運用をぜひとも開始したい。

セミナー内容 ＦＩＴ2023
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会報『TKC』2023年10月号より

技
術
進
歩
で
急
速
に
広
が
る

「
新
し
い
金
融
」
へ
の
対
応
が
課
題

─
─
本
日
は
公
務
ご
多
忙
の
中
お
時
間
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
本　

栗
田
長
官
と
お
会
い
す
る
の
は
昨
年

5
月
、
監
督
局
長
時
代
に
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
以
来
で
す
ね
（
会
報
『
Ｔ
Ｋ
Ｃ
』
2
0
2
2

年
6
月
号
「
巻
頭
対
談
」）。
あ
ら
た
め
て
長
官

へ
の
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

栗
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も

の
で
あ
れ
か
ら
1
年
以
上
に
な
り
ま
す
か
。

坂
本　

あ
の
と
き
の
対
談
を
き
っ
か
け
に
、

T
K
C
全
国
会
の
運
動
に
お
い
て
も
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
本
日
は
そ
の
点
に
つ
い
て
も
お
伝

え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

─
─
栗
田
長
官
に
は
昨
年
5
月
の
対
談
時
に

監
督
局
長
時
代
ま
で
の
ご
経
歴
を
伺
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
2
0
2
2
年
6
月
に
総
合
政
策
局

長
に
、
本
年
7
月
に
長
官
に
ご
就
任
さ
れ
て
以

降
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
を
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

栗
田　

印
象
的
な
出
来
事
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
昨
年
11
月
に
ア
メ
リ
カ
の
暗
号
資
産
大

手
交
換
所
で
あ
る
F
T
X
が
破
綻
し
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
世
界
的
な
大
き
な
騒
ぎ
と
な
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
同
交
換
所
の
日
本
法
人
の

利
用
者
財
産
に
つ
い
て
は
分
別
管
理
さ
れ
て
お

り
、
大
き
な
影
響
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
暗
号
資
産
、
W
e
b
3.0
等

巻頭　  対談 栗田照久
金融庁長官

金
融
機
関
と
税
理
士
の「
顔
の
見
え
る
関
係
」が

先
延
ば
し
し
な
い
事
業
者
支
援
の
決
め
手

金
融
庁
は
今
年
８
月
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
者
支
援
の
推
進
な
ど
を
柱
と
す
る
「
２
０
２
３
事
務
年
度 

金
融
行
政
方
針
」
を
公
表
し
た
。

金
融
庁
栗
田
照
久
長
官
と
坂
本
孝
司
T
K
C
全
国
会
会
長
と
の
対
談
で
は
、
金
融
行
政
方
針
を
踏
ま
え
、
事
業
者
支
援
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
語
り
合
わ
れ
た
。

◎
進
行
／
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
政
経
研
究
会
事
務
局
長　

内
薗
寛
仁　
　
■
と
き
：
令
和
5
年
9
月
21
日
㈭
　
■
と
こ
ろ
：
金
融
庁

Photo：小板直樹
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巻頭対談

の
新
し
い
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
言
わ
ば
新
し

い
金
融
が
広
が
る
中
で
、
我
々
は
ど
う
対
応
す

る
べ
き
か
と
い
う
難
し
い
問
題
を
想
起
さ
せ
ま

し
た
。
技
術
進
歩
に
よ
る
利
便
性
の
反
面
で
危

う
さ
も
突
き
付
け
た
わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
へ
の
融

資
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

銀
行
が
今
年
3
月
に
経
営
破
綻
し
た
こ
と
で
す
。

金
融
シ
ス
テ
ム
に
衝
撃
を
与
え
、
そ
の
余
波
か

ら
、
ス
イ
ス
の
金
融
最
大
手
U
B
S
が
第
2
位

の
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
・
グ
ル
ー
プ
を
合
併
す

る
な
ど
世
界
的
な
金
融
機
関
の
再
編
に
発
展
し

ま
し
た
。

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀
行
の
破
綻
の
際
に
特
徴

的
だ
っ
た
の
は
、
S
N
S
な
ど
で
の
情
報
の
広

が
り
や
、
預
金
流
出
の
ス
ピ
ー
ド
が
ひ
と
昔
前

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
も
の
す
ご
い
早
さ
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
わ
ず
か
1
日
で
日

本
円
に
し
て
数
兆
円
が
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
は
、
技
術
が
進
歩
し

て
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
急
速
に
進
む
中
、
金
融
機

関
が
従
来
の
対
処
の
仕
方
で
な
か
な
か
対
応
で

き
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
今
後

の
金
融
行
政
に
お
い
て
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ

る
教
訓
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
は
時
間
軸
を
意
識
し
て

果
断
な
経
営
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い

─
─
金
融
庁
は
本
年
8
月
29
日
に「
2
0
2
3

事
務
年
度 

金
融
行
政
方
針
」
を
公
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
特
に
重
要
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
点

や
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
と
の
違
い
等
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

栗
田　

基
本
的
な
政
策
は
こ
れ
ま
で
の
金
融

行
政
の
方
針
を
踏
襲
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
法
上
の
位
置
付
け
が
5
類
感

染
症
に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
、
社
会
経
済
活

動
の
正
常
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
事
業
者

に
よ
っ
て
は
、
売
上
は
コ
ロ
ナ
前
の
数
字
に
か

な
り
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
円
安
、
人
材
不
足

等
の
影
響
と
い
っ
た
別
の
新
た
な
大
き
な
課
題

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
コ
ロ
ナ

下
に
実
施
し
た
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資

（「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」）
の
返
済
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。
地
域
金
融
機
関
に
は
こ
う
し
た
厳
し

い
環
境
に
あ
る
事
業
者
等
を
下
支
え
す
る
こ
と

が
、
地
域
金
融
機
関
自
身
の
事
業
基
盤
に
直
結

す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
今
回
の
金
融
行
政
方
針
で
は
、

新
た
に
「
資
産
運
用
立
国
の
実
現
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
N
I
S
A
の
抜
本
的
拡
充
・

恒
久
化
が
大
き
な
眼
目
で
し
た
が
、
成
長
と
分

配
の
好
循
環
の
実
現
を
図
る
中
で
、
預
貯
金
と

し
て
眠
っ
て
い
る
個
人
資
産
を
活
用
し
て
国
内
の

様
々
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
も
の
で
す
。

坂
本　

私
ど
も
は
、
地
域
金
融
機
関
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に
地
域
経
済
の
活
性
化
、
中
小
企
業

巻頭　  対談坂本孝司
TKC全国会会長
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金
融
の
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

栗
田　

今
回
の
金
融
行
政
方
針
で
は
ま
さ
に

そ
の
点
も
意
識
し
て
お
り
、「
特
に
地
域
金
融

機
関
に
お
い
て
は
、
地
域
産
業
や
事
業
者
を
下

支
え
し
、
地
域
経
済
の
回
復
・
成
長
に
貢
献
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地

域
金
融
機
関
自
身
の
事
業
基
盤
の
存
立
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
」

（
1
頁
）
と
書
い
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
を
支

え
る
た
め
に
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
。
地
域
金

融
機
関
ト
ッ
プ
の
腕
の
見
せ
所
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
観
点
で
申
し
上
げ
る
と
、
地
域
金
融
機

関
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
は
、
自
身
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
持
続
可

能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
際
、
課
題
を
先
送
り
せ
ず
に
時

間
軸
を
意
識
し
な
が
ら
、
果
断
な
経
営
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
金
融
機
関
は
特
性
上
、
経
営
資
源
に
限

り
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な

く
そ
の
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
自
身
の
役

割
、
機
能
を
見
極
め
、
磨
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
厳
し
い
時
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

だ
か
ら
こ
そ
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
は

大
き
な
や
り
が
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

認
定
支
援
機
関
（
税
理
士
）
に
よ
る

経
営
改
善
支
援
が
進
ん
で
い
る
と
承
知

─
─
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
金

融
行
政
方
針
と
ほ
ぼ
同
じ
書
き
ぶ
り
で
す
が
、

「
1
．
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
事

業
者
支
援
の
推
進
⑴
事
業
者
支
援
の
一
層
の
推

進
」
に
お
い
て
、「
資
金
繰
り
支
援
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、（
省
略
）
認
定
経
営
革
新
等
支
援

機
関
（
税
理
士
や
弁
護
士
等
）（
省
略
）
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
実
情
に
応
じ
た
経
営

改
善
支
援
や
事
業
再
生
支
援
等
を
、
先
延
ば
し

す
る
こ
と
な
く
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」

（
1
頁
）
と
あ
り
、
税
理
士
、
認
定
支
援
機
関

の
役
割
が
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

坂
本　

栗
田
長
官
は
昨
年
5
月
の
対
談
で

（
当
時
監
督
局
長
）、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
持
続
的
発

展
計
画
事
業
（
早
期
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援

事
業
）
と
い
う
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
、
認
定

支
援
機
関
が
早
期
の
経
営
改
善
の
取
り
組
み
を

促
進
し
、
地
域
中
小
企
業
を
支
援
す
る
制
度
は

金
融
機
関
に
と
っ
て
も
有
意
義
で
あ
る
と
述
べ

ら
れ
、
対
談
後
直
ぐ
に
地
域
金
融
機
関
の
方
々

へ
同
事
業
の
活
用
を
促
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

T
K
C
全
国
会
で
は
令
和
4
年
4
月
か
ら
令

和
5
年
3
月
ま
で
会
を
挙
げ
て
ポ
ス
コ
ロ
事
業

を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
経
営
改
善
支
援
に
取
り

組
み
、
当
初
目
標
の
利
用
申
請
件
数
1
0
0
0

件
を
超
え
る
1
5
6
0
件
を
実
践
で
き
ま
し
た
。

我
々
は
認
定
支
援
機
関
と
し
て
中
小
企
業
の
経

営
（
改
善
）
支
援
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
が
、

こ
の
仕
組
み
を
よ
り
定
着
さ
せ
る
べ
く
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

栗
田　

認
定
支
援
機
関
は
今
3
万
5
千
位
お

ら
れ
て
、
そ
の
う
ち
約
4
分
の
3
が
税
理
士
ま

た
は
税
理
士
法
人
で
す
。
そ
の
点
で
、
私
は
税

理
士
の
方
々
の
活
躍
は
相
当
進
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
お
話
し
に
な
っ
た
ポ
ス
コ

ロ
事
業
や
4
0
5
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
も
税
理
士
の
割
合
が
非
常
に

高
い
。
や
は
り
税
理
士
の
方
々
が
、
中
小
零
細

企
業
に
と
っ
て
重
要
な
相
談
相
手
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
事
実
で
す
。
債
務
免

除
等
の
話
は
弁
護
士
な
ど
に
登
場
い
た
だ
く
場

面
も
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
の
は
日
頃
の
中
小

企
業
の
実
態
の
把
握
を
通
じ
た
経
営
改
善
支
援

で
す
。
中
小
企
業
経
営
者
か
ら
最
も
頼
り
に
さ

れ
、
実
態
を
よ
く
ご
存
じ
の
税
理
士
の
方
々
へ

の
期
待
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
実
態
を
知
る
に
は

税
務
申
告
書
類
が
有
効

坂
本　

我
々
は
関
与
先
企
業
へ
の
月
次
巡
回

監
査
を
基
本
に
信
頼
性
の
高
い
税
務
申
告
書
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

6
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（1）事業者支援の一層の推進　（1頁）
コロナ禍での事業者支援は、主として実質無利子・無担保融資を含む資金繰り支援が中心であったが、社会経済

情勢が変化する中、金融機関においては、資金繰り支援にとどまることなく、コロナ借換保証や資本性劣後ローン、
認定経営革新等支援機関（税理士や弁護士等）や中小企業活性化協議会による各種支援ツール、中小企業基盤整備
機構や地域経済活性化支援機構（REVIC）等のファンド、「中小企業の事業再生等に関するガイドライン」等を活用
しながら、事業者の実情に応じた経営改善支援や事業再生支援等を、先延ばしすることなく実施していく必要がある。

こうした観点から、金融庁・財務局は、金融機関への事業者支援に関する重点的なヒアリングの実施等を通じて、
こうした事業者支援の具体的な取組状況を定性的・定量的側面から確認し、支援を行う上での隘路や課題を把握す
ることにより、事業者の実情に応じた支援の徹底を促していく。また、把握した課題等については、様々な機会を
捉えて金融機関と継続的に対話を行っていく。
　	 　

（1）経営者保証に依存しない融資慣行の確立　（3頁）
経営者保証は、スタートアップの創業や思い切った事業展開、円滑な事業承継、早期の事業再生等の阻害要因と

なっている面がある。金融機関による経営者保証への安易な依存をなくし、事業者の持続的な成長と中長期的な企
業価値の向上に繋げていくべく、「経営者保証改革プログラム」（2022年12月公表）の実行を推進する。

具体的には、金融機関が保証契約締結時に事業者・保証人に対して保証契約の必要性等を個別具体的に説明した
件数や、金融機関における「経営者保証ガイドラインの浸透・定着に向けた取組方針」の公表状況等を把握していく。

くわえて、金融庁に新たに設置した「経営者保証ホットライン」に寄せられた事業者からの声等も踏まえ、必要
に応じて、金融機関に対する特別ヒアリングを実施する。

■金融庁「2023事務年度 金融行政方針」（2023年8月）より抜粋

ま
た
地
域
で
は
、
特
に
協
同
組
織
金
融
機
関

た
る
信
用
金
庫
さ
ん
と
我
々
税
理
士
の
お
客
様

で
あ
る
中
小
企
業
の
層
が
重
な
る
た
め
、
連
携

を
深
め
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
、
私
は
T
K
C
会
員
に
対

し
て
、
地
域
金
融
機
関
と
の
「
顔
の
見
え
る
関

係
」
の
構
築
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
T
K
C

会
員
が
作
成
し
た
税
務
申
告
書
、
決
算
書
の
信

用
力
を
高
め
、「
あ
の
T
K
C
会
員
の
関
与
先

な
ら
安
心
し
て
融
資
で
き
る
」
と
い
っ
た
関
係

を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

栗
田　

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
中

小
企
業
は
大
企
業
の
よ
う
に
財
務
に
関
す
る
書

類
等
が
完
備
さ
れ
て
い
る
企
業
ば
か
り
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
実
態
を
知
る

た
め
に
信
頼
で
き
る
の
は
、
や
は
り
税
務
署
に

提
出
し
て
い
る
税
務
申
告
書
類
で
す
。
民
間
金

融
機
関
も
税
務
申
告
書
類
を
拠
り
所
に
し
た
上

で
、
例
え
ば
そ
の
会
社
の
技
術
面
や
販
売
面
等
を

見
て
融
資
し
ま
す
。
普
段
か
ら
顔
が
見
え
、
信

頼
で
き
る
税
理
士
の
方
々
が
そ
の
会
社
の
財
務

の
安
定
性
等
を
ど
う
見
て
い
る
か
も
、
融
資
実

行
に
お
い
て
重
要
な
情
報
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本　

税
務
申
告
書
の
信
頼
性
は
、
間
接
的

に
決
算
書
の
信
頼
性
に
つ
な
が
り
ま
す
。
確
定

決
算
主
義
（
法
人
税
法
第
74
条
、
同
22
条
等
）

が
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
税
法
と
会

計
が
調
和
さ
れ
、
連
動
し
て
い
る
た
め
で
す
。

─
─
T
K
C
で
は
税
務
署
へ
提
出
し
た
税
務

申
告
書
や
決
算
書
な
ど
を
金
融
機
関
が
デ
ジ
タ

ル
で
自
動
的
に
受
け
取
れ
る
T
K
C
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）
を
提
供
し
て

お
り
、
今
年
8
月
末
時
点
で
対
応
金
融
機
関
は

4
8
5
機
関
と
な
り
、
利
用
件
数
は
32
万
件
を

超
え
て
い
ま
す
。

坂
本　

ポ
イ
ン
ト
は
、
税
務
署
へ
提
出
し
た

も
の
と
同
じ
決
算
書
等
の
デ
ー
タ
が
同
時
に
金

融
機
関
へ
送
信
さ
れ
る
た
め
、
改
ざ
ん
の
余
地

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
近
年
は
決
算
書
だ

け
で
な
く
月
次
試
算
表
の
デ
ー
タ
提
供
の
数
も

増
え
て
き
て
お
り
、
金
融
機
関
に
役
立
て
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
3
要
件
を
満
た
す

企
業
を
増
や
し
て
い
く

─
─
金
融
行
政
方
針
の
3
頁
目
に
あ
る
「
⑴

経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
慣
行
の
確

立
」
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

栗
田　

こ
れ
は
金
融
庁
と
し
て
以
前
か
ら
標

榜
し
て
き
た
重
要
な
課
題
で
す
。
金
融
機
関
が

事
業
者
に
融
資
を
す
る
と
き
に
は
、
担
保
保
証

か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
事
業
は
ど
う
い

う
も
の
で
ど
の
程
度
の
将
来
性
が
あ
る
の
か
、

経
営
者
は
信
用
で
き
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
べ
き
で
す
。
金
融
機
関
に
と
っ
て

7



本
質
的
に
身
に
付
け
る
べ
き
「
目
利
き
力
」
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
長
期
的
に
も
金
融
機
関

の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本　

率
直
に
申
し
ま
し
て
、
以
前
は
担
保

保
証
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う
空
気
が

中
小
企
業
金
融
の
現
場
に
は
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

今
回
の
金
融
行
政
の
変
化
は
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

的
な
転
換
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

背
景
と
し
て
、
金
融
機
関
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目

線
で
中
小
企
業
に
向
き
合
い
、
経
営
支
援
を
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

T
K
C
全
国
会
は
今
、
地
域
金
融
機
関
と
の

ト
ッ
プ
対
談
や
実
務
者
協
議
を
通
じ
て
、
全
国

一
斉
に
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
普
及
に
向
け
て
、
具
体
的
な
連
携
の
あ

り
方
等
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
金
融

機
関
の
皆
さ
ん
に
必
ず
申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、

私
ど
も
の
運
動
は
決
し
て
経
営
者
保
証
外
し
の

た
め
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
適
用
の
3
要
件
（
法
人
個
人
の
一
体

性
の
解
消
・
財
務
基
盤
の
強
化
・
財
務
状
況
の

適
時
適
切
な
情
報
開
示
）
を
満
た
せ
る
よ
う
な

経
営
者
を
一
緒
に
輩
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

─
─
具
体
的
に
は
事
業
者
の
方
か
ら
ど
の
よ

う
な
声
が
金
融
庁
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
、

差
し
支
え
な
い
範
囲
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

栗
田　

事
業
者
の
方
か
ら
は
「
最
近
の
金
融

機
関
の
対
応
が
以
前
よ
り
柔
軟
に
な
っ
て
き

た
」
と
い
う
声
が
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

一
方
で
「
金
融
機
関
が
本
当
に
事
業
性
を
み
て

お
金
を
貸
し
て
く
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
そ

う
簡
単
に
は
経
営
者
保
証
を
外
し
て
も
ら
え
そ

う
に
な
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

経
営
者
保
証
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
事
業
承
継
を

諦
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
聞
き

ま
す
。

坂
本　

社
長
が
後
継
者
に
「
経
営
者
保
証
が

い
ら
な
い
く
ら
い
良
い
会
社
に
し
た
か
ら
、
安

心
し
て
事
業
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」
と
胸
を

は
っ
て
言
え
る
企
業
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
事
で
す
ね
。

事
業
を
発
展
さ
せ
る
上
で

法
人
個
人
の
分
離
が
絶
対
に
必
要

─
─
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
Q
&
A
」
に
は
法
人
個
人
の
区
分
解
消
に
つ

い
て
「
中
小
会
計
要
領
等
に
拠
っ
た
信
頼
性
の

あ
る
計
算
書
の
作
成
」「
税
理
士
等
の
外
部
専

門
家
に
よ
る
検
証
の
実
施
」
等
の
記
載
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
T
K
C
全
国
会
で

は
「
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
慣
行
の

確
立
」
に
貢
献
す
べ
く
、
税
理
士
法
に
よ
る
「
書

面
添
付
制
度
」
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

栗
田　
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
3
要
件
の
中
で

も
、
基
本
中
の
基
本
と
な
る
の
は
法
人
個
人
の

分
離
だ
と
私
も
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
経
営

者
保
証
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
中
小
企
業
が

事
業
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
観
点
か
ら
も
絶

対
必
要
な
こ
と
で
す
。
と
は
い
え
、
そ
れ
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
と
い
う
と
意
外
と
難
し
い
。

そ
の
点
で
、
普
段
か
ら
経
営
者
の
身
近
な
相
談

相
手
で
あ
る
税
理
士
の
方
々
が
指
導
し
て
、
そ

の
上
で
法
人
個
人
の
分
離
が
で
き
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
は
、
金

融
機
関
に
と
っ
て
非
常
に
あ
り
が
た
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

坂
本　

私
は
地
元
の
浜
松
で
会
計
事
務
所
を

経
営
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
「
関

与
先
に
は
絶
対
に
脱
税
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
徹

底
さ
せ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
飲
食
費

用
を
経
費
に
さ
せ
な
い
、
勤
務
実
態
の
な
い
身

内
を
役
員
や
従
業
員
に
し
て
給
与
賞
与
を
支
払

わ
せ
な
い
、
と
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
良
い
会

社
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

栗
田　

私
も
か
つ
て
税
務
調
査
官
や
税
務
署

長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
ケ

ー
ス
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
税
務
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
事
業
を
発
展
さ
せ
る
意
味

で
も
法
人
個
人
の
分
離
が
決
め
手
に
な
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

8



TKC 2023・10

巻頭対談

顧
問
税
理
士
と
の
連
携
は

金
融
機
関
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

─
─
栗
田
長
官
に
お
伝
え
し
た
い
最
近
の
出

来
事
と
し
て
、
こ
の
9
月
9
日
〜
10
日
に
開
催

さ
れ
た
日
本
監
査
研
究
学
会
・
第
46
回
全
国
大

会
（
会
長
：
松
本
祥
尚
関
西
大
学
大
学
院
会
計

研
究
科
教
授
）
に
お
い
て
、
税
理
士
と
し
て
初

め
て
坂
本
会
長
が
登
壇
し
、
税
理
士
法
の
「
独

立
性
」
や
「
書
面
添
付
制
度
」
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
監
査
論
や
会
計
学
の
研

究
者
、
監
査
役
実
務
家
、
公
認
会
計
士
、
金
融

庁
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

坂
本　

昨
年
9
月
に
発
刊
し
た
書
籍
『
職
業

会
計
人
の
独
立
性
』（
T
K
C
出
版
）
が
八
田

進
二
先
生
（
大
原
大
学
院
大
学
教
授
）
の
目
に

留
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
本
学
会

に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
「
独
立

性
の
視
点
か
ら
見
た
公
認
会
計
士
と
税
理
士
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
で
は
、「
公
認
会
計
士
は
『
財
務
の
真

実
性
の
守
護
者
』
で
あ
り
財
務
書
類
の
監
査
業

務
に
関
す
る
唯
一
の
専
門
家
、
税
理
士
は
『
租

税
正
義
の
守
護
者
』
で
あ
り
税
務
書
類
に
関
す

る
唯
一
の
専
門
家
で
あ
る
。
両
者
は
い
わ
ば
二

卵
性
双
生
児
で
あ
り
、
違
い
を
理
解
す
べ
き
関

係
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
国

に
お
け
る
中
小
企
業
の
計
算
書
類
の
信
頼
性
確

保
の
観
点
か
ら
「
書
面
添
付
制
度
は
、『
税
務

監
査
証
明
業
務
』
と
も
言
え
る
制
度
で
あ
る
。

申
告
書
の
信
頼
性
を
直
接
保
証
す
る
の
み
な
ら

ず
間
接
的
で
は
あ
る
が
計
算
書
類
に
も
一
定
の

信
頼
性
を
付
与
す
る
こ
と
か
ら
一
石
二
鳥
の
制

度
で
あ
る
。
わ
が
国
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
か

つ
学
際
的
領
域
（
税
法
学
・
会
計
学
・
監
査
論
）

に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
研
究

が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
問
題
提
起
も

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
「
書
面
添
付
制
度
」

に
関
し
て
は
初
め
て
聞
く
参
加
者
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
質
問
も
い
く
つ
か
あ
り
、
高
い
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

栗
田　

そ
う
で
す
か
。
公
認
会
計
士
は
監
査

先
に
対
す
る
経
営
助
言
等
の
同
時
提
供
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
証
明
業
務
を
行
う
上
で
の
独

立
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
を
含
め
て

い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
点
を
含
め
て
研
究
余

地
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
最
後
に
、
T
K
C
会
員
を
含
め
て
税
理

士
へ
の
期
待
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

栗
田　

事
業
者
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
一

層
厳
し
く
、
難
し
い
か
じ
取
り
を
強
い
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
っ
て
、
実
際
問
題
と
し
て
一
番

相
談
し
や
す
い
の
は
、
税
理
士
の
方
々
で
す
。

地
域
金
融
機
関
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る

と
良
い
の
で
す
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
に

よ
っ
て
そ
れ
が
叶
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
中
、
顧

問
税
理
士
と
の
連
携
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
T
K
C
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
、
地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
て
事
業
者

支
援
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

坂
本　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
小
企

業
金
融
に
お
け
る
税
理
士
の
役
割
を
し
っ
か
り

と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
構
成
／
T
K
C
出
版　

古
市　

学
・
清
水
公
一
朗
）

栗
田
照
久
◎
く
り
た
・
て
る
ひ
さ

1
9
6
3
年
8
月
生
ま
れ
。
京
都
府
出
身
。
京
都

大
学
法
学
部
卒
業
後
、
大
蔵
省
入
省
。
金
融
庁
監

督
局
総
務
課
監
督
調
査
室
長
、
金
融
庁
監
督
局
銀

行
第
一
課
長
、
金
融
庁
監
督
局
参
事
官
な
ど
を
経

て
、
2
0
1
8
年
監
督
局
長
。
2
0
2
2
年
総
合

政
策
局
長
。
2
0
2
3
年
7
月
か
ら
金
融
庁
長
官
。
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8
年
目
を
迎
え
る
ト
ッ
プ
対
談

　
居
川　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
中
田
庄
吾
前
会
長
か
ら

引
き
継
ぎ
、
東
北
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

東
邦
銀
行
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で
も
我
々
T
K
C

会
員
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
連
携
し
た

取
組
み
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
日

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
佐
藤　

T
K
C
会
員
の
先
生
方
に
は
い
つ
も

当
行
の
取
組
み
に
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
私
自
身
、
頭
取
を
務
め
て
4
年
目

と
な
り
ま
す
が
、
い
ま
は
必
死
に
中
小
企
業
支

援
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
遠
藤　

先
日
は
T
K
C
福
島
県
支
部
創
設
50

周
年
記
念
式
典
に
参
列
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
邦
銀
行
さ
ん
に
は
い
つ

も
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
な
が
ら
金
融
支
援
を

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
吉
田
（
寛
）　
当
支
部
と
貴
行
と
の
ト
ッ
プ

対
談
は
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
日

も
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
る
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
経
営
者
保
証
な
し
」の
融
資
割
合
は
約
7
割
に

　
菊
地　

今
年
4
月
に
金
融
監
督
指
針
が
改
正

さ
れ
、
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
慣
行

の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現

在
の
取
組
状
況
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

　
藤
島　

当
行
と
し
て
は
、

経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
積
極

的
に
経
営
者
保
証
の
解
除
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
ト
ッ
プ
対
談
で
は
3

割
程
度
と
ご
報
告
し
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
新
規
融
資
の

7
割
近
く
が
無
保
証
で
の
融

資
で
す
。
こ
れ
は
全
国
平
均

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
返
済
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
前
か
ら
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
中
小
企
業

以
外
の
倒
産
件
数
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

M
I
S「
月
次
決
算
報
告
シ
ー
ト
」は
情
報
の
宝
庫

　
吉
田
（
和
）　
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報

サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）
で
決
算
書
等
書
類
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
月
次
試
算
表
を
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
月
次
、
四
半
期
、
半
期
と
三
つ
の
提
供
形
態

か
ら
選
択
で
き
、
経
営
者
の
意
思
に
よ
っ
て
金

融
機
関
に
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
東
邦
銀
行
さ

「
金
融
機
関
ト
ッ
プ
対
談
」シ
リ
ー
ズ

金融機関との
連携

▪東邦銀行
取締役頭取　佐藤　稔
専務取締役　遠藤勝利
常務取締役　七海重貴
常務取締役　添田俊樹
執行役員営業統括部長　高野真司
執行役員審査部長　藤島正智
法人コンサルティング部長　本田拓野
審査部融資企画課長　白坂仁尚
審査部経営支援課長　茂木計人
法人コンサルティング部営業渉外課長　佐藤俊光

▪TKC東北会
会長　居川孝男
福島県支部長　遠藤　久
同 副 支 部 長　菊地義直
同 副 支 部 長　吉田和美
同 副 支 部 長　行形裕司
同中小企業支援委員長　吉田寛司
TKC福島SCGサービスセンター長　照井健輔

出席者（敬称略）

東
邦
銀
行・佐
藤
稔
頭
取
と
の
ト
ッ
プ
対
談

■
と
き
：
令
和
５
年
9
月
20
日
㈬　

■
と
こ
ろ
：
東
邦
銀
行
本
店

Ｔ
Ｋ
Ｃ
東
北
会
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▪月次決算報告シート（ＭＩＳ月次試算表提供サービスの基本帳表）イメージ

金融機関との連携

TKC 2023・11

ん
で
は
ど
う
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
高
野　

M
I
S
の
決
算
書
等
提
供
サ
ー
ビ
ス

は
非
常
に
重
宝
し
て
い
ま
す
。
適
時
・
正
確
で

信
頼
性
の
高
い
決
算
書
を
会
員
先
生
方
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
当
行
の
業
務
効
率
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
迅
速
な
審
査
や
取
引
先
経

営
者
と
の
対
話
時
間
の
創
出
、
中
身
の
濃
い
面

談
な
ど
が
実
現
で
き
て
い
ま
す
。
一
方
、
月
次

試
算
表
提
供
サ
ー
ビ
ス
は
、
決
算
書
等
提
供

サ
ー
ビ
ス
ほ
ど
周
知
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
先
ほ

ど
頂
い
た
資
料
を
見
る
と
取
引
先
の
こ
と
を
知

る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
情
報
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
（
左
・
月
次
試
算
表
提
供
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
帳
表
／
月
次
試
算
表
及
び
月
次
決
算
報
告

シ
ー
ト
）。
今
後
活
用
し
、
取
引
先
企
業
の
業

況
把
握
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
営
業
店
に

も
周
知
・
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
共
に
取
り
組
も
う

　
行
形　

当
支
部
で
は
行
職
員
向
け
勉
強
会
や

取
引
先
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て

い
ま
す
。
東
邦
銀
行
さ
ん
も
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
お
り
相
互
に
協
力
で
き
る
点
も
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
高
野　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
W
e
b
で
改
正
電
子

帳
簿
保
存
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
の
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
フ
ェ
イ

ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
の
研
修
が
一
番
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
企
画
す
る
と
き
の
検
討
材

料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
吉
田
（
寛
）　
本
日
は
有
意
義
な
お
話
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後

に
頭
取
か
ら
一
言
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
佐
藤　

企
業
は
も
は
や
成
り
行
き
経
営
で
は

成
長
で
き
ま
せ
ん
。
経
営
改
善
計
画
を
策
定
し

P
D
C
A
を
回
す
こ
と
は
中
小
企
業
に
と
っ
て

存
続
・
成
長
の
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
策

定
に
後
ろ
向
き
な
経
営
者
に
対
し
て
も
金
融
機

関
が
積
極
的
に
働
き
か
け
る
な
ど
し
な
い
と
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

会
員
先
生
方
も
同
じ
思
い
を
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
、
経
営

者
に
上
昇
志
向
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
お

互
い
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
T
K
C
福
島
S
C
G
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長　

照
井
健
輔
）

前列：佐藤頭取（中央）から右へ居川会長、吉田副支部長。左へ遠藤支部長、行形副支部長
後列：左から本田部長、吉田委員長、遠藤専務、七海常務、添田常務、菊地副支部長、藤島部長、高野部長
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ＴＫＣモニタリング情報サービスの「月次試算表提供サービス」は、取引先企業からの依頼に基づいて、ＴＫＣ会員 事務所による月次巡回監査の終了後に、⾦融機関へ月次試算表等のデータを提供するサービスです。
基本帳表は、月次試算表と月次決算報告シート（下図）です。取引先企業のさらなる業況把握にお役立てください。

12



金融機関の皆さまへ

ＴＫＣモニタリング情報サービスの「月次試算表提供サービス」は、取引先企業からの依頼に基づいて、ＴＫＣ会員 事務所による月次巡回監査の終了後に、⾦融機関へ月次試算表等のデータを提供するサービスです。
基本帳表は、月次試算表と月次決算報告シート（下図）です。取引先企業のさらなる業況把握にお役立てください。
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業
界
経
験
豊
富
な
鑑
定
士
に
よ
る

地
域
随
一
の
高
額
査
定
が
売
り

─
─
赤
い
壁
面
看
板
が
目
立
つ
店
舗
で
す
。

寺
田　

お
客
さ
ま
が
入
り
や
す
く
、
い
す

に
腰
か
け
て
ゆ
っ
く
り
話
せ
る
お
店
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
置
い
て
い
ま
す
。
売
り
は
、

名
古
屋
や
四
日
市
な
ど
の
都
市
部
の
買
い

取
り
専
門
店
に
匹
敵
す
る
高
額
査
定
。
競

合
他
店
に
負
け
な
い
買
い
取
り
価
格
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

─
─
高
額
査
定
で
き
る
理
由
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

寺
田　

適
正
な
買
い
取
り
価
格
を
提
示
す

る
た
め
に
は
、
真し

ん
が
ん贋
を
見
極
め
る
目
利
き

力
は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
外
の
店
頭
販
売
お

よ
び
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
相
場
の
動
向
を
注
視

す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
店
に
は
、

豊
富
な
専
門
知
識
と
査
定
経
験
を
有
す
る

鑑
定
士
が
在
籍
し
て
お
り
、
お
客
さ
ま
が

持
ち
込
ま
れ
た
商
品
を
原
則
預
か
る
こ
と

な
く
、
そ
の
場
で
価
格
を
提
示
し
て
い
ま

す
。
私
も
「
ウ
オ
ッ
チ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
C
W
C
）」
の
資
格
を
取
得
し
、
時
計
の

専
門
知
識
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

買
い
取
り
商
品
は
店
頭
販
売
や
E
C
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
さ
ま
ざ
ま
な
販
売
ル
ー

ト
に
分
か
れ
ま
す
が
、
最
も
高
額
で
売
却

で
き
る
販
路
を
適
切
に
判
断
で
き
る
の
も
、

高
額
査
定
の
要
因
で
す
。

─
─
C
W
C
と
は
、
ど
の
よ
う
な
資
格
で

す
か
。

寺
田　

日
本
時
計
輸
入
協
会
が
運
営
す
る

資
格
制
度
で
、
お
も
に
時
計
販
売
を
手
が

け
る
事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
筆
記
試
験
と
実
技
研
修
を
パ
ス
し
、

2
0
2
0
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
と
、
腕
時
計
ブ
ラ
ン
ド
の
歴
史
や
内
部

構
造
に
関
し
て
突
っ
込
ん
だ
会
話
が
で
き
、

実
務
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

─
─
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ア
プ
リ

に
よ
る
中
古
品
の
個
人
間
売
買
が
盛
ん
で

す
が
、
ど
ん
な
集
客
策
を
打
た
れ
て
い
ま

す
か
。

寺
田　

当
店
サ
イ
ト
の
ブ
ロ
グ
ペ
ー
ジ
で
、

最
新
の
買
い
取
り
実
績
を
発
信
し
て
い
る

ほ
か
、
メ
イ
ン
の
顧
客
層
で
あ
る
40
代
の

方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
イ
ン
タ
ー

「月次決算」の定着を図り
金融機関と緊密な関係を築く

人気ブランドの時計やバッグ、 ジュエリーの買い取り専門店を営み、 三重県津市周辺で存在感を高めているブランド
ハット。寺田誠社長と刀根英彰顧問税理士に、丸山勝也桑名三重信用金庫丸の内支店長、同信用金庫の稲守宏哉氏を交
え、月次決算をベースにした財務管理と、コンスタントな業績開示の効用を聞いた。

戦略財務情報システム（FX2 ）& TKCモニタリング情報サービス　ユーザー
ブランドハット

左から店舗スタッフの宮城さん、刀根英彰顧問税理士、寺田誠社長、丸山勝也桑名三重信用金庫丸の内支店長、
稲守宏哉同信用金庫同支店営業係長代理

書面添付

株式会社ブランドハット
業　種　中古ブランド品買い取り
創　業　2014年 11月
所在地　三重県津市丸之内31-27

顧問税理士　刀根英彰
刀根英彰税理士事務所
三重県松阪市挽木町385番地12
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ネ
ッ
ト
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
特
定
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
対
象
と

す
る
、
期
間
限
定
の
高
額
買
い
取
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
年
8

月
は
買
い
取
り
商
品
点
数
が
減
少
す
る
た

め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
を
強
化
し
て
お

り
、
今
年
は
8
月
31
日
ま
で
、
全
ブ
ラ
ン

ド
時
計
買
い
取
り
価
格
5
％
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
買
い
取
り
価
格
を
提
示
し

た
後
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
へ
の
出

品
を
試
さ
れ
る
来
店
客
の
方
も
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
多
く
の
方
々
は
当
店
で
売
却
さ

れ
ま
す
。

─
─
創
業
さ
れ
た
の
は
14
年
で
す
。

寺
田　

創
業
前
は
大
阪
に
本
社
を
構
え
る

同
業
他
店
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
三
重
県
内
に
は
、
大
通
り
や
国
道
沿

い
に
ブ
ラ
ン
ド
品
に
特
化
し
た
買
い
取
り

店
が
な
く
、
女
性
や
若
い
方
が
気
軽
に
入

店
で
き
る
お
店
を
開
業
し
た
い
と
考
え
て

い
た
ん
で
す
。
私
自
身
、
三
重
県
出
身
の

た
め
、
こ
の
近
辺
の
土
地
勘
も
あ
り
ま
し

た
。
お
客
さ
ま
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、

ブ
ラ
ン
ド
品
を
集
め
た
小
屋
（
h
u
t
）

に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
ハ

ッ
ト
と
名
付
け
ま
し
た
。

─
─
こ
れ
ま
で
買
い
取
ら
れ
た
珍
し
い
商

品
は
？

寺
田　

ジ
ャ
ガ
ー
・
ル
ク
ル
ト
の
「
ア
ト

モ
ス
」
と
い
う
置
き
時
計
は
、
希
少
と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
パ
テ
ッ

ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
腕
時
計
「
ノ
ー
チ
ラ
ス
」

も
取
り
扱
う
機
会
が
少
な
く
、
買
い
取
り

価
格
も
高
額
で
し
た
。

顧
客
の
詳
細
な
属
性
情
報
を

広
報
や
店
舗
設
計
に
生
か
す

─
─
顧
問
税
理
士
の
刀と

ね根
英
彰
先
生
と
は

創
業
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
の
お
付
き
合
い

を
さ
れ
て
い
る
と
か
。

寺
田　

同
年
代
の
税
理
士
の
方
を
探
し
て

い
て
、
取
引
の
あ
る
桑
名
三
重
信
用
金
庫

さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
刀
根
先
生
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
顧
問
契
約
締
結
を
機

に
会
計
シ
ス
テ
ム
を
『
F
X
2
』
に
切
り

替
え
、
販
売
管
理
、
給
与
計
算
業
務
に
も

T
K
C
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

刀
根　

当
時
利
用
さ
れ
て
い
た
市
販
の
会

計
ソ
フ
ト
か
ら
の
移
行
と
、『
S
X
2
（
戦

略
販
売
・
購
買
情
報
シ
ス
テ
ム
）』
の
併

用
を
お
す
す
め
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ハ

ッ
ト
さ
ま
に
お
け
る
買
い
取
り
商
品
は
、

腕
時
計
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
金
な
ど
毎
月

膨
大
な
点
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。『
S
X
2
』

で
は
、
そ
う
し
た
商
品
の
情
報
を
詳
細
に

入
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

─
─
T
K
C
シ
ス
テ
ム
の
ど
ん
な
点
に
利

用
価
値
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

寺
田　

何
よ
り
ク
リ
ア
な
数
字
を
基
に
、

迅
速
に
業
績
を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
利
用
し
て
い
た
会
計
ソ
フ
ト

は
、
月
次
で
数
字
を
締
め
る
と
い
う
発
想

多彩なブランド商品を買い取る新設した商談用個室
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が
な
く
、
過
去
の
数
字
も
入
力
し
な
お
す

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
業
績
が
つ

か
み
づ
ら
く
、
漠
然
と
し
て
い
る
印
象
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
刀
根
先
生
と
顧
問
契
約

を
結
ん
で
以
降
、
先
生
自
ら
巡
回
監
査
の

た
め
毎
月
来
ら
れ
る
の
で
、
月
次
決
算
を

意
識
し
『
F
X
2
』
で
の
日
々
の
仕
訳
入

力
が
習
慣
に
な
り
ま
し
た
。
月
次
巡
回
監

査
の
際
に
、
前
月
や
前
年
同
月
と
比
較
し

た
業
績
の
推
移
を
確
か
め
、
目
標
達
成
に

向
け
た
打
ち
手
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
桑
名
三
重
信
用
金
庫
さ
ん
に

「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
り
、
月
次
試
算
表
デ
ー

タ
を
送
信
し
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
資
金

調
達
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

─
─
注
目
さ
れ
て
い
る
経
営
指
標
は
？

寺
田　

こ
の
商
売
は
商
品
を
仕
入
れ
て
な

ん
ぼ
で
す
か
ら
、『
F
X
2
』
の
《
変
動
損

益
計
算
書
》
の
仕
入
高
に
真
っ
先
に
目
が

い
き
ま
す
。
そ
れ
と
、
手
元
資
金
の
推
移

で
す
ね
。
創
業
当
初
か
ら
買
い
取
り
商
品

点
数
が
想
定
を
上
回
り
、
資
金
繰
り
に
苦

労
し
ま
し
た
。
手
元
資
金
に
余
裕
を
持
つ

た
め
に
も
、
金
融
機
関
と
の
関
係
を
緊
密

に
し
て
い
る
ほ
か
、
在
庫
商
品
を
過
剰
に

抱
え
ず
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
適
宜
販
売

し
て
資
金
化
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

─
─『
S
X
2
』
の
活
用
用
途
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

寺
田　

商
品
仕
入
れ
時
に
お
客
さ
ま
の
地

域
や
性
別
、
年
齢
と
い
っ
た
属
性
情
報
を

入
力
し
て
お
り
、《
仕
入
月
報
》
で
顧
客

層
を
分
析
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
響
く

店
舗
づ
く
り
や
広
告
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に

役
立
て
て
い
ま
す
。
主
要
顧
客
層
が
40
代

の
方
々
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
高
級
感
の

あ
る
店
舗
設
計
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
先

だ
っ
て
、
個
室
の
買
い
取
り
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
た
の
も
そ
の
一
環
で
す
。

M
I
S
に
よ
る
業
績
開
示
が

「
信
用
力
」
向
上
に
寄
与

─
─
刀
根
先
生
か
ら
、「
M
I
S
」
に
よ

る
月
次
試
算
表
デ
ー
タ
の
送
信
を
提
案
さ

れ
た
と
き
、
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

寺
田　

以
前
は
金
融
機
関
に
月
次
試
算
表

を
持
参
し
た
り
、
融
資
担
当
の
方
に
受
け

取
り
に
き
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
M
I
S
」
を
利
用
す
れ
ば
そ
う
し
た
手

間
が
な
く
な
り
、
業
績
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

公
開
を
通
し
て
自
社
の
信
用
力
を
高
め
ら

れ
る
と
感
じ
た
の
で
、
逆
に
お
願
い
し
ま

す
と
い
う
思
い
で
し
た
。

─
─
金
融
機
関
サ
イ
ド
の
「
M
I
S
」
に

対
す
る
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

丸
山　

当
金
庫
は
、
い
わ
ば
大
病
院
と
い

う
よ
り
も
町
医
者
の
ス
タ
ン
ス
で
、
取
引

先
さ
ま
と
の
日
ご
ろ
の
対
話
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
最
新
の
業
績
を
タ
イ
ム
ラ
グ
な

く
確
か
め
ら
れ
、
き
め
細
か
い
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
営
業
に
生
か
せ
る
の
が
「
M
I
S
」

の
最
大
の
利
点
で
す
。

稲
守　

毎
月
2
回
ほ
ど
ブ
ラ
ン
ド
ハ
ッ
ト

さ
ま
の
店
舗
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、
月

次
試
算
表
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

た
上
で
、
寺
田
社
長
と
面
会
し
て
い
ま
す
。

数
字
に
前
月
か
ら
顕
著
な
変
動
が
あ
っ
た

場
合
、
背
景
を
質
問
で
き
る
の
で
助
か
っ

て
い
ま
す
。

─
─
書
面
添
付※

の
表
敬
状
を
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
ね
。

寺
田　

3
年
前
に
税
務
署
か
ら
税
務
調
査

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
月
次
試

算
表
な
ど
の
帳
表
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、

調
査
省
略
と
な
る
旨
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

月
次
決
算
に
よ
る
透
明
性
の
高
い
決
算
書

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

─
─
来
年
、
創
業
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

寺
田　

販
売
部
門
を
強
化
す
る
な
ど
し
て

現
在
の
営
業
エ
リ
ア
で
顧
客
層
を
さ
ら
に

開
拓
す
る
か
、
あ
る
い
は
2
店
舗
目
を
出

店
し
て
商
圏
を
拡
大
す
る
か
、
方
向
性
を

模
索
中
で
す
。
手
元
資
金
を
潤
沢
に
し
て

予
算
面
で
余
裕
が
で
き
て
か
ら
、
新
た
な

展
開
を
し
か
け
た
い
で
す
。

※「書面添付制度」とは

　税理士が申告書作成にあたり次のような

項目について、添付書面に記載します。

①関与先にどのような資料、帳簿類が備え

　付けてあり、どの帳簿類を基に計算し、　

　整理し、申告書を作成したか。

②今期大きく増減した科目の原因及び理由。

③関与先からどのような税務に関する相談

　を受け、回答したか。

④税理士として関与先の申告書内容につ

　いて、どのような所見を持っているのか。

　書面添付をすると、調査対象となる前に、

税理士に記載内容についての意見を求めら

れることがあります。これを「意見聴取」

と言います。この意見聴取で疑問点が全

て解決できれば、調査省略となります。ま

た、調査に移行したとしても、既に調査を

行うテーマが分かっており短時間で終了す

るのが殆どであり、税理士・関与先ともに

負担が軽減されます。

日本税理士会連合会「書面添付制度をご存じですか？」より
引用

書面添付実践の表敬状（左）と税務署から発行された調査省略通知書
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「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
金融機関別 利用申込件数一覧

令和5年10月31日現在

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

政府系金融機関 信用金庫(上位30庫）
1 日本政策金融公庫（国民生活事業） 東 京 都 平成30年10月 49,060 4,745 1 浜松磐田信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 2,527 670
2 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 7,795 2,035 2 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 2,048 347

都市銀行 3 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 1,997 458
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 5,104 974 4 埼玉縣信用金庫 埼 玉 県 平成30年12月 1,942 317
2 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 4,477 566 5 しずおか焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 1,544 587
3 みずほ銀行 東 京 都 令和元年 9月 3,202 454 6 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 1,507 246
4 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 3,125 406 7 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 1,334 210
5 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 2,150 386 8 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 1,266 149

地方銀行・第二地方銀行（上位50行） 9 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 1,262 124
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 4,445 1,204 10 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 1,221 182
2 八十二銀行 長 野 県 平成30年 5月 3,393 605 11 島田掛川信用金庫 静 岡 県 平成30年11月 1,211 459
3 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 3,370 336 12 広島信用金庫 広 島 県 平成30年 6月 1,192 103
4 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 3,114 671 13 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 1,161 109
5 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 2,966 501 14 巣鴨信用金庫 東 京 都 平成29年 5月 1,135 193
6 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 2,887 449 15 尼崎信用金庫 兵 庫 県 令和 2年 2月 1,129 126
7 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 2,885 472 16 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 1,094 81
8 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 2,877 339 17 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 1,061 141
9 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 2,552 393 18 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 1,053 185
10 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 2,478 342 19 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 1,028 78
11 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 2,331 403 20 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 1,016 97
12 第四北越銀行 新 潟 県 平成29年 7月 2,298 460 21 大阪信用金庫 大 阪 府 令和元年12月 1,006 87
13 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 2,246 295 22 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 979 219
14 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 2,190 423 23 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 944 94
15 武蔵野銀行 埼 玉 県 平成30年 8月 2,119 349 24 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 928 174
16 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 2,071 357 25 帯広信用金庫 北 海 道 平成29年 1月 868 75
17 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 1,994 313 26 碧海信用金庫 愛 知 県 平成30年 7月 862 145
18 名古屋銀行 愛 知 県 平成31年 2月 1,946 254 27 鹿児島相互信用金庫 鹿児島県 平成30年 9月 817 174
19 福岡銀行 福 岡 県 平成29年 3月 1,930 307 28 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 793 107
20 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 1,928 343 29 北おおさか信用金庫 大 阪 府 平成31年 1月 787 106
21 七十七銀行 宮 城 県 令和元年 6月 1,843 490 30 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 777 93
22 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 1,832 272 上記以外の信用金庫　　　　　　　　　　　計 48,438 8,934
23 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 1,812 172
24 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 1,736 249 信用組合(上位5組合）
25 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 1,720 263 1 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 957 326
26 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 1,686 281 2 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 702 90
27 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 1,625 267 3 広島市信用組合 広 島 県 平成30年 2月 431 31
28 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 1,601 169 4 兵庫県信用組合 兵 庫 県 平成30年12月 372 72
29 きらぼし銀行 東 京 都 平成29年 7月 1,599 203 5 新潟縣信用組合 新 潟 県 平成30年11月 359 69
30 関西みらい銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,514 160 上記以外の信用組合　　　　　　　　　　　計 6,938 1,396
31 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 1,510 570
32 滋賀銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 1,480 249 信用保証協会(上位5協会）
33 愛知銀行 愛 知 県 平成31年 3月 1,468 232 1 北海道信用保証協会 北 海 道 令和元年 6月 2,990 203
34 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 1,419 258 2 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 2,204 326
35 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 1,411 202 3 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 1,970 720
36 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 1,408 175 4 東京信用保証協会 東 京 都 令和 4年 4月 1,776 335
37 三十三銀行 三 重 県 平成28年10月 1,387 223 5 岐阜県信用保証協会 岐 阜 県 平成30年 7月 1,292 157
38 琉球銀行 沖 縄 県 平成29年12月 1,300 153 上記以外の信用保証協会　　　　　　　　　計 13,774 3,004
39 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 1,300 104
40 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 1,236 186 ■ 金融機関区分別集計
41 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 1,226 136

金融機関区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関
42 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 1,220 210

金融機関数

利用申込件数
43 宮崎銀行 宮 崎 県 平成28年11月 1,203 144 決算書等

提供
サービス

月次試算表
提供

サービス
44 十八親和銀行 長 崎 県 平成29年 5月 1,189 126
45 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 1,173 209
46 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 1,171 157 1 都銀・政府系 10 10 85,008 10,579
47 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 1,155 171 2 地銀・第二地銀 99 98 127,057 21,100
48 山梨中央銀行 山 梨 県 平成29年 2月 1,133 228 3 信用金庫 254 247 84,927 15,070
49 大光銀行 新 潟 県 平成29年 6月 1,107 228 4 信用組合 130 73 9,759 1,984
50 もみじ銀行 広 島 県 平成28年11月 1,064 121 5 信用保証協会 51 40 24,006 4,745

上記以外の地銀・第二地銀　　　　　　　　 計 32,509 5,676 6 その他 － 17 398 123
合計 544 485 331,155 53,601※個人事業者の申込も件数に含まれます。
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■ 都市銀行等
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫（国民生活事業）
日本政策金融公庫（農林水産事業）
日本政策金融公庫（中小企業事業）
沖縄振興開発金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
室蘭信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
伊達信用金庫
北空知信用金庫
日高信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
留萌信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
大地みらい信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
遠軽信用金庫
北央信用組合
札幌中央信用組合
空知商工信用組合
十勝信用組合
釧路信用組合
十勝清水町農業協同組合
北海道信用保証協会

■ 青森県
青森銀行
みちのく銀行
東奥信用金庫
青い森信用金庫
青森県信用保証協会

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
北上信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫
岩手県信用保証協会

■ 宮城県
七十七銀行
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合
古川信用組合
仙北信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
鶴岡信用金庫
新庄信用金庫
山形中央信用組合
山形第一信用組合

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫

白河信用金庫
須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
福島県商工信用組合
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
利根郡信用金庫
館林信用金庫
北群馬信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合
群馬県信用保証協会

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
埼玉縣信用金庫
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫
埼玉県信用保証協会

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
銚子信用金庫
東京ベイ信用金庫
館山信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合
東日本信用漁業協同組合連合会

■ 東京都
きらぼし銀行
東日本銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京シティ信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西京信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
昭和信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
文化産業信用組合
東京厚生信用組合
東信用組合
江東信用組合

青和信用組合
中ノ郷信用組合
大東京信用組合
第一勧業信用組合
PayPay銀行
東京信用保証協会

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
神奈川県信用保証協会
横浜市信用保証協会
川崎市信用保証協会

■ 新潟県
第四北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
新井信用金庫
村上信用金庫
加茂信用金庫
新潟縣信用組合
興栄信用組合
はばたき信用組合
協栄信用組合
三條信用組合
巻信用組合
新潟大栄信用組合
塩沢信用組合
糸魚川信用組合
十日町農業協同組合
新潟県信⽤農業協同組合連合会
新潟県信用保証協会

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県医師信用組合
富山県信用組合
富山県信用保証協会

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
はくさん信用金庫
興能信用金庫
金沢中央信用組合
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫
福井県信用保証協会

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用農業協同組合連合会
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二銀行
長野銀行
長野信用金庫
松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫

飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合
長野県信用農業協同組合連合会
長野県信用保証協会

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
八幡信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨農業協同組合
飛騨信用組合
益田信用組合
めぐみの農業協同組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
しずおか焼津信用金庫
静清信用金庫
浜松磐田信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田掛川信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用農業協同組合連合会
ハイナン農業協同組合
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
愛知銀行
名古屋銀行
中京銀行
愛知信用金庫
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
尾西信用金庫
中日信用金庫
東春信用金庫
愛知県医師信用組合
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三十三銀行
百五銀行
北伊勢上野信用金庫
桑名三重信用金庫
紀北信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合
滋賀県信用保証協会

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
関西みらい銀行
池田泉州銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪商工信用金庫
永和信用金庫

北おおさか信用金庫
枚方信用金庫
のぞみ信用組合

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
播州信用金庫
兵庫信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
淡路信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
兵庫県信用組合
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
南都銀行
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫
奈良県信用保証協会

■ 和歌山県
紀陽銀行
新宮信用金庫
きのくに信用金庫

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫
鳥取県信用保証協会

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫
島根益田信用組合
島根県信用保証協会

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
備前日生信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用組合
山口県信用農業協同組合連合会
山口県漁業協同組合
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島大正銀行
徳島信用金庫
阿南信用金庫
徳島県信用保証協会

■ 香川県
百十四銀行
香川銀行
高松信用金庫
観音寺信用金庫
香川県信用組合

香川県信用保証協会

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
東予信用金庫
川之江信用金庫
うま農業協同組合
愛媛たいき農業協同組合
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
筑邦銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡信用金庫
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
飯塚信用金庫
田川信用金庫
大川信用金庫
遠賀信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
九州ひぜん信用金庫
佐賀東信用組合
佐賀西信用組合
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫
長崎三菱信用組合
西海みずき信用組合
長崎県信用保証協会

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
宮崎県信用保証協会

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫
奄美大島信用金庫
鹿児島興業信用組合
鹿児島県信用農業協同組合連合会
鹿児島県信用保証協会

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会
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